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令和 7 年度　　　　単位シニアクラブ（会長名等）　　　4 月 30 日現在
No. 会　　　名 会　長　名 男 女 会員計 新会員

1 舟場若葉会 竹 内 義 浩 3 9 12
2 みつや長寿会 工 藤 祐 子 8 22 30 1
3 表町長寿会 高 木 清 志 12 17 29
4 仲町登喜和会 竹 嶋 逞 子 1 12 13
5 曲新田健老会 田 澤 順 子 5 16 21
6 本町木挽町長寿会 北 畠 春 二 5 28 33
7 館川シニア倶楽部 木       村   ト モ 子 7 18 25 3
８ 横町寿楽会 加 藤 司 郎 8 9 17
9 伝馬喜楽会 佐 藤 晃 雄 11 16 27

10 葛野長寿会 三    浦     登 美 子 1 24 25
11 中島千寿会 佐 々 木    政     美 6 14 20
12 矢沢長寿会 清         野         草 名 義 7 26 33
13 中野目 長寿会 神　       ノ ブ 子 2 17 19
14 西中野目 長寿会 佐 藤 ツ ヱ 4 25 29 1
15 俵舛下俵舛長寿会 佐 藤 睦 子 3 18 21
16 柏木堰老喜会 工 藤 義 夫 2 14 16
17 西豊田豊寿会 北 山 勝 芳 13 24 37 1
18 東町シニアクラブ 白 戸 　 　 治 12 15 27
19 白子高砂会 唐 牛 秋 雄 4 7 11
20 白秋倶楽部みずき 猪 股 和 彦 23 22 45 1
21 福島伯養会第 1 古 川 秋 教 17 16 33 2
22 福島伯養会第 2 間 山 由 吉 17 16 33 5
23 榊  壮寿会第１ 奈 良 岡    勝    進 11 22 33 1
24 榊  壮寿会第２ 坂    岡　　　 明 23 24 47 2
25 常盤養命会第１ 三   上　　　 一 21 16 37
26 常盤養命会第２ 榊   　 佳 子 17 20 37 1
27 三ッ屋老人クラブ 齋 藤 剛 一 7 6 13 4
28 徳下徳寿会 山 内 正 光 20 12 32 1
29 若松すこやかクラブ 福 士 昭 一 8 20 28
30 久井名舘松葉会 佐 藤 良 精 11 22 33
31 亀田悠遊会 赤 石 久 男 8 10 18
32 福舘福寿会 對 馬 俊 秋 10 12 22
33 富柳和楽会 大 崎 喜 正 5 10 15

合　　　　　計 311 554 865 23
   令和 7 年 4 月 30 日 ６０歳～９９歳の人口　  ５,875 人（ 男 2,479 人 女 3,396 人 )
　　　         　      シニアクラブ員の加入率　14.72％（男  12.55％ 女 16.31%)

　

こ
の
度
４
月
㉖
日
㈯ 

令
和
６
年

度
老
連
総
会
に
於
い
て
、
舘
山
新

一
会
長
が
体
調
不
良
の
為
に
退
任

さ
れ
、
後
任
と
し
て
私
が
会
長
に

推
薦
さ
れ
、
大
役
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
副
会
長
と
し
て
皆
さ
ん
と
共
に
活
動
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
様
々
な
行
事
や
会

議
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
方
々
の
素
晴
ら
し
い
仲
間
が
出

来
、
お
互
い
の
健
康
を
気
づ
か
い
合
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

元
気
で
過
ご
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
単
位

ク
ラ
ブ
で
も
会
員
同
士
声
を
か
け
合
な
が
ら
活
動
し
易
い
組

織
づ
く
り
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ

う
」
を
合
言
葉
に
、
健
康
食
事
を
〝
美
味
く
食
べ
る
会
〟
を

続
け
て
い
ま
す
。

一
、
日
時 

６
月
㉗
日
㈮ 

９
時
～
12
時
（
８
時
30
分
迄
に
集
合
）

二
、
会
場 

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎

三
、
チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
３
名
（
男
女
混
合
可
）

四
、
申
込
用
紙　
各
単
位
ク
ラ
ブ
に
は
【
白
寿
６
月
号
】
に

　
　
　

申
込
書
を
同
封
し
、
専
門
部
及
び
女
性
部

4

4

4

4

4

4

4

4

は
両
老
人

　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

五
、
申
込
〆
切　
６
月
⓯
日
㈰

六
、
申
込
場
所　
藤
崎
・
常
盤
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

七
、
そ
の
他　
運
動
で
き
る
服
装
と
上
履
を
ご
用
意

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

下
さ
い
。

　

①
開
会
式
後
、
藤
崎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
指
導
の
も
と
で
、

　
　

リ
ー
グ
戦
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
実
施
し
ま
す
。　

　

②
賞
品
を
沢
山
用
意
し
て
い
ま
す
。

単
位
ク
ラ
ブ
・
専
門
部
・
女
性
部
・
委
員
会
等
か
ら
最
低
２

チ
ー
ム
以
上
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
何
チ
ー
ム
で
も
よ
い
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
）

　

町
か
ら
の
補
助
金
は
５
月
⓴
日
㈬
迄
に
振
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
通
帳
を
ご
確
認
下
さ
い
。

　

な
お
、
町
シ
ニ
ア
連
の
分
担
金
を
左
記
に
よ
り
納
入
し
て

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
納 

入 

額　
六
千
円 

（
釣
銭
が
要
ら
ぬ
様
に
お
願
い
）

二
、
納
入
期
日　
６
月
⓬
日
㈭
～
６
月
⓳
日
㈭
ま
で

三
、
納
入
場
所　

 

両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

　

町
シ
ニ
ア
連
も
総
会
で
、
全
て
の
案
件
が
承
認

さ
れ
、
行
事
内
容
を
会
員
と
共
に
検
討
し
な
が
ら

工
夫
し
、
楽
し
く
実
行
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
役
員
全
員
が
手
を
取
り
合
い
支
え
合
い
な

が
ら
、
連
合
会
の
存
在
意
義
や
役
割
を
発
信
し
、

モルックの用具
　

各
チ
ー
ム
が
順
番
に
モ
ル
ッ
ク
を
投
げ
て
、
ス
キ
ッ
ト
ル

　

を
倒
し
ま
す
.

❷
倒
れ
た
ス
キ
ッ
ト
ル
に
よ
っ
て
得
点
が
決
ま
り
ま
す
。

　

1
本
倒
れ
た
場
合
は
倒
れ
た
ス
キ
ッ
ト
ル
の
数
字
4

4

が
、
複

　

数
本
倒
れ
た
場
合
、
倒
れ
た
本
数
4

4

が
得
点
に
な
り
ま
す
。

❸
先
に
㊿
点
ピ
ッ
タ
リ
に
し
た
チ
ー
ム
が
勝
利
で
す
。

一
、
日　
時　
6
月
⓫
日
㈬　
⓾
時

二
、
場　
所　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
集
会
室

三
、
講　
師　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

葛
西　

沙
織
氏

四
、
服
装
等　
運
動
用
の
服
装
・
飲
み
物

五
、
申
込
等　
6
月
4
日
㈬
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

六
、
モ
ル
ッ
ク
ゲ
ー
ム
と
は

　

フ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
カ
レ
リ
ア
地
方
の
伝
統
的
な
K
y
y 

k
k
a
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
元
に
開
発
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で

モ
ル
ッ
ク
と
命
名
さ
れ
た
も
の
で
す
。

七
、
モ
ル
ッ
ク
ゲ
ー
ム
の
遊
び
方

❶
⓬
本
の
ス
キ
ッ
ト
ル
を
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
並
べ
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
会
に
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

6  月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 日
2 月 芸能部 12:00
3 火 囲碁・将棋部 12:30
4 水
5 木 囲碁・将棋部 12:30
6 金 老連役員会 10:00
７ 土 レクダンス部 _ 9:30

日本舞踊部 13:00
8 日

9 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

10 火 囲碁・将棋部 12:30

11 水 女性部健康講座 10:00
茶道部 13:00

12 木 囲碁・将棋部 12:30
13 金

14 土 レクダンス部 _ 9:30
日本舞踊部 13:00

15 日

16 月 シニア連 G ゴルフ大会 8：30
芸能部 12:00

17 火 囲碁・将棋部 12:30
18 水
19 木 囲碁・将棋部 12:30
20 金 広報委員会 13:30
21 土 レクダンス部 _ 9:30

日本舞踊部 13:00
22 日

23 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

24 火 囲碁・将棋部 12:30
25 水 茶道部 13:00
26 木 囲碁・将棋部 12:30
27 金 ペタンク大会 9:00
28 土 レクダンス部 _ 9:30

日本舞踊部 13:00
29 日
30 月 【白寿】配布日 16時以降

　「
モ
ル
ッ
ク
」
ゲ
ー
ム
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
連 

女
性
部 

健
康
講
座
　

一
、
日　
時 

６
月
⓰
日
㈪ 

午
前
９
時
（
小
雨
決
行 

雨
天
順
延
）

二
、
会　
場　
西
豊
田  

児
童
公
園
（
西
豊
田
一
丁
目
）

三
、
参
加
料　
無
料　
申
込
不
要
、
当
日
受
付
し
ま
す
。　

　
（
単
位
ク
ラ
ブ
加
入
者

4

4

4

4

4

4

4

4

は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
※
用
具
は
主
催
者
が
用
意
し
貸
与
し
ま
す
。

四
、
練
習
日　

子
ど
も
の
森
公
園
（
藤
崎
町
大
字
福
島
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
毎
日
…
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　

西
豊
田  

児
童
公
園
（
西
豊
田
一
丁
目
）

　
　
　
　
　
　

火
・
木
・
土
…
午
前
９
時
～
正
午

※
両
公
園
と
も
部
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

用
具
も
準
備
し
て
お
り
、
練
習
に
は
お
気
軽
に
ご
参
加
下

　

さ
い
。

  

シ
ニ
ア
連
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
お
知
ら
せ

   

シ
ニ
ア
連
会
長
杯 

ペ
タ
ン
ク
大
会
の
お
知
ら
せ

シ
ニ
ア
連
分
担
金 

納
入
の
お
願
い

シ
ニ
ア
連
か
ら
の
活
動
補
助
金 

配
付
に
つ
い
て

　
　
　
女
性
部
長
・
若
手
委
員
長

　
　
　
広
報
委
員
長
・
専
門
部
長　
〕
各
位

一
、
受
渡
日　
　
６
月
⓴
㈮　
９
時
か
ら
⓾
時
ま
で 

二
、
受
渡
場
所　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

事
務
室

①
印
鑑
3

3

を
持
参
し
て
下
さ
い
。 

②
総
会
資
料
の
未
提
出

4

4

4

4

4

4

4

4

の
専
門
部
は
、
持
参
し
て
下
さ
い
。

　
会
長
就
任
に
当
た
っ
て

　
　
　
藤
崎
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
山
内
誠
一
郎

スキットル

立っている棒

モルック

投げる棒
＝＝

← ←
日
本
モ
ル
ッ
ク
協
会
よ
り
掲
載

山内誠一郎会長



（2） 藤崎町シニアクラブ連合会機関誌 白　　寿第 237 号 令和 7年 6月 1日㈰発行

農
村
公
園
を
後
に
南
西
に
進
む
、
三
百
メ
ー
ト
ル
位
で
県

道
徳
下
常
盤
停
車
場
線
に
継
な
が
り
、
左
へ
曲
が
る
と
徳
下

へ
至
る
。
私
は
右
に
曲
っ
て
常
盤
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
向
か
う
。
地
区
の
人
は
コ
ミ
セ
ン
と
略
称
し
て
い
る
。

こ
の
建
物
、
昭
和
五
十
七
年
自
治
宝
ク
ジ
か
ら
二
千
万
円

頂
き
二
五
五
〇
万
円
で
大
伸
建
設
が
工
事
を
や
り
、
昭
和

五
十
七
年
一
月
十
日
落
成
式
を
や
っ
た
。

並
ん
で
体
育
館
が
附
属
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
二
六
三
〇
万
円

で
昭
和
五
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
高
樋
建
設
が
請
負
し

た
。
中
に
入
る
と
廊
下
に
次
の
掲
示
板
が
あ
っ
た
。

「
常
盤
村
の
沿
革
」

常
盤
村
は
津
軽
郡
田
舎
荘
常
盤
組
一
八
ヵ
村
に
属
し
、
正

保
年
間
（
一
六
四
四
～
四
七
）
に
九
左
衛
門
派
（
は
だ
ち
）、

長
左
衛
門
派
と
呼
ば
れ
の
ち
本
柳
村
、
貞
享
三
年
か
ら
常
盤

村
と
な
る
。

貞
享
四
年
の
検
地
水
帳
に
佐
右
衛
門
、
門
左
衛
門
、
清
左

衛
門
の
名
が
記
さ
れ
、
当
地
開
拓
の
先
達
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
小
字
に
宮
本
、
西
田
、
富
田
の
名
称
が
見
え
、
田
方か
た

八
七
町
余
、
畑
方
屋
敷
七
町
余
、
漆
木
二
八
本
、
他
八
幡
社

地
六
畝
と
あ
る
。

幕
末
の
庄
屋
手
帳
に
家
屋
四
二
戸
人
数
二
五
三
、
馬
二
五

と
記
さ
れ
、
明
治
六
年
大
小
区
制
に
よ
り
第
二
大
区
二
小
区

に
編
入
、
同
一
六
年
常
盤
、
若
松
、
徳
下
、
福
島
、
榊
、
中

島
、
小
畑
の
七
ヶ
村
戸
長
役
場
が
五
宮
本
に
置
か
れ
た
。

本
柳
八
幡
堂
（
現
常
盤
八
幡
宮
）
は
寛
文
四
年
に
創
建
、

天
明
三
年
の
大
凶
作
に
よ
り
死
者
が
続
出
、
宝
物
を
売
り
民

を
助
け
た
と
伝
え
ら
れ
、
熱
病
を
治
す
と
さ
れ
る
「
お
こ
り

石
」
が
現
在
に
残
る
。
堂
宇
創
建
以
来
続
く
と
さ
れ
る
年
縄

奉
納
行
事
は
昭
和
六
十
三
年
三
月
常
盤
村
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定

明
治
三
年
三
上
奥
右
衛
門
寺
小
屋
を
開
く　
昭
和
四
年
常

盤
郵
便
取
扱
所
開
所　
同
二
十
四
年
富
木
館
村
常
盤
村
一
部

事
務
組
合
立
明
徳
中
学
校
が
富
田
に
開
校　
同
四
十
九
年
三

西
田
地
区
に
常
盤
小
学
校
落
成　
大
正
十
三
年 

国
鉄
奥
羽

本
線
北
常
盤
駅
が
二
西
田
に
開
業
以
来 

常
盤
村
の
主
要
施

設
は
殆
ど
常
盤
集
落
に
建
設
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

平
成
三
年
七
月　

常
盤
村
教
育
委
員
会

コ
ミ
セ
ン
の
駐
車
場
が
せ
ま
い
の
が
玉
に
傷
。
後
方
（
佐

藤
伴
商
店
隣
）
に
空
地
が
あ
る
が
手
に
入
ら
な
い
の
が
残
念
。

「
薬
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　

透

最
近
は
気
を
き
か
せ
て
「
お
薬
手
帳
」
を
持
っ
て
来
て
く

れ
る
患
者
さ
ん
が
多
い
。
ま
た
、
私
達
も
忘
れ
た
場
合
、
取

り
に
い
っ
て
も
ら
っ
た
ら
、
時
に
は
服
用
さ
れ
て
い
る
薬
の

種
類
が
判
明
す
る
ま
で
治
療
を
控
え
待
つ
こ
と
も
あ
る
。
出

来
れ
ば
、
他
の
医
科
で
治
療
さ
れ
て
い
る
方
は
手
帳
を
お
忘

れ
な
く
。
歯
科
も
外
科
処
置
が
多
い
の
で
宜
し
く
。

先
日
、
と
き
わ
会
病
院
の
会
報
に
鎮
痛
剤
の
事
が
載
っ
て

い
た
。
次
の
如
く
で
あ
る
。
案
外
と
気
軽
に
使
っ
て
気
を
つ

け
な
い
と
い
け
な
い
の
が
〝
貼
り
薬
〟
だ
そ
う
だ
。
と
言
う

の
も
〝
貼
り
薬
〟
も
痛
み
止
め
の
入
っ
て
い
る
も
の
は
実
は

鎮
痛
剤
で
あ
り
、
飲
む
薬
と
変
わ
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。
考
え
て
み
る
と
そ
の
通
り
で
あ
り
、
も
し
投
薬
さ
れ
て

い
る
〝
貼
り
薬
〟
と
〝
飲
み
薬
〟
を
服
用
し
て
い
る
人
は
そ

の
量
は
合
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
だ
。

私
は
案
外
と
〝
貼
り
薬
〟
を
軽
く
考
え
て
い
る
傾
向
が
あ

り
、
そ
の
記
事
を
目
に
し
た
時
に
、
も
っ
と
も
な
事
と
少
々

の
反
省
を
し
な
が
ら
、
痛
み
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

私
達
歯
科
医
も
鎮
痛
剤
は
投
薬
す
る
の
だ
が
、
主
に
〝
飲

み
薬
〟
に
気
が
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
考
え
て
み
る
と
〝
貼

り
薬
〟
の
薬
量
と
飲
み
薬
〟
の
薬
量
も
体
内
に
於
い
て
は
一

緒
で
あ
り
、
合
算
し
た
薬
量
で
あ
る
。
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。薬

物
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
り
種
々
の
作
用
を
す
る
の
だ
が

〝
貼
り
薬
〟
も
薬
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ネ
‼

こ
の
空
地
に
は
、
か
つ
て
は
常
盤
ビ
ル
？
と
で
も
言
う
か
、

常
盤
村
商
工
会
（
職
員
二
名
）
常
盤
地
区
林リ
ン
ゴ檎

移
出
商
業
協

同
組
合
（
職
員
一
名
）
青
森
県
中
南
地
方
農
林
事
務
所
藤
崎

出
張
所
常
盤
駐
在
所
（
職
員
一
名
）
小こ

あ

み
阿
弥
堰
土
地
改
良
区

常
盤
出
張
所
（
職
員
一
名
）
等
の
事
務
所
が
入
っ
て
い
た
建

物
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

≲
苦
労
の
試
練
か
ら
日
々
の
感
謝
へ　
そ
の
四
≳

前
回
は
食
糧
不
足
・
空
腹
の
記
憶
を
書
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
困
難
だ
っ
た
日
常
生
活
の
記
憶
を
書
く
こ
と
に
し
ま
す
。

昭
和
十
八
年
（
１
９
４
３
）
私
が
秋
田
県
に
疎
開
し
た

小
学
二
年
生
の
冬
の
時
期
に
は
、ゴ
ム
は
戦
争
に
使
う
の
で
、

ゴ
ム
長
靴
が
靴
屋
に
無
く
、
従い
と

こ
兄
弟
が
使
っ
た
ゴ
ム
の
短
靴

を
貰
い
ま
し
た
。
深
い
雪
の
日
に
は
短
靴
の
中
に
入
っ
た
雪

が
溶
け
て
足
が
冷
た
く
な
り
ま
し
た
。
防
寒
衣
類
な
ど
無
い

の
で
ズ
ボ
ン
の
裾すそ
も
雪
ま
み
れ
に
な
り
ガ
チ
ガ
チ
に
凍
り
ま

し
た
。
ゴ
ム
の
短
靴
も
無
い
友
達
は
藁わら
を
編
ん
だ
藁
靴
を
履

い
て
来
て
、
雪
解
け
の
頃
に
は
藁
靴
が
ず
ぶ
濡
れ
で
可
そ
う

で
し
た
。

藁
と
言
え
ば
、
綿
の
代
わ
り
に
藁
を
詰
め
た
敷
布
団
も
有

る
時
代
で
し
た
。

戦
後
は
電
気
製
品
の
普
及
で
生
活
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
の
戦
争
中
は
炊
事
や
風
呂
は
お
も

に
薪
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
電
気
炊
飯
器
、
電
子
レ
ン
ジ
、

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
も
無
か
っ
た
か
ら
、
女
性
は
朝
早
く

か
ら
大
変
で
し
た
。
冷
蔵
庫
も
無
い
の
で
食
料
の
買
い
置
き

が
出
来
ず
、
夕
方
に
な
る
と
夕
食
や
翌
日
の
食
品
を
買
い
に

行
き
ま
し
た
。

洗
濯
は
洗
濯
機
が
無
く
洗
剤
も
無
い
の
で
四
角
な
堅
い
洗

濯
石
鹸
で
盥たらいに
洗
濯
板
で
ゴ
シ
ゴ
シ
、
冬
で
も
水
で
洗
っ
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
子
供
が
多
く
平
均
七
～
八
人
家
族
な
の

で
洗
濯
は
大
仕
事
で
し
た
、
薪
も
不
足
な
の
で
炊
事
や
洗
顔

は
冬
で
も
冷
た
い
水
で
し
て
い
ま
し
た
。

電
話
の
有
る
家
は
少
な
く
、
電
話
の
有
る
家
に
借
り
に
行

き
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
は
有
り
ま
し
た
が
テ
レ
ビ
は
昭
和
三
十

年
頃
に
よ
う
や
く
普
及
し
始
め
ま
し
た
。

暖
房
は
エ
ア
コ
ン
・
電
気
ス
ト
ー
ブ
・
電
気
毛
布
な
ど
は

無
く
、
炭
の
コ
タ
ツ
か
薪
を
燃
や
す
囲い
ろ

り
炉
裏
で
し
た
。
囲
炉

裏
の
煙
が
眼
の
粘
膜
を
弱
く
し
て
ト
ラ
ホ
ー
ム
と
言
う
眼
病

に
な
る
老
人
が
大
勢
居
ま
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
東
北
本
線
が
完
全
電
化
さ
れ
東
京
青
森
間

は
八
時
間
半
で
結
ば
れ
ま
し
た
、
そ
れ
ま
で
は
蒸
気
機
関
車

で
約
十
三
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
、
戦
後
初
、
国
産
プ
ロ
ペ
ラ
機
の
Y
S
ー
⓫

型
旅
客
機
が
青
森
⇄
東
京
間
に
就
航
し
、
東
京
ま
で
約
一
時

間
半
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

（
次
号
へ
続
く
）

　

去
る
５
月
⓱
日  

㈯ 

９
時
よ
り
藤
﨑
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
、
今
年
度
最
初
の
会
長
杯
春
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
豪
雪
の
た
め
リ
ン
ゴ
園
の
枝
折
れ
や

水
田
の
乾
き
が
遅
い
た
め
、
農
作
業
が
遅
れ
気
味
で
大
会
参

加
者
は
少
な
く
㉚
名
と
淋
し
い
大
会
に
な
っ
た
が
、
経
験
豊

富
？
な
方
々
が
多
く
熱
戦
が
続
い
た
。

　

対
戦
間
の
休
憩
時
に
は
、
新
し
い
試
み
の
役
員
に
よ
る

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
っ
て
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲

気
で
話
が
弾
ん
で
い
た
。

　

会
長
杯
は
三
浦
勝
栄
氏
（
伝

馬
喜
楽
会
）
が
第
１
回
戦
で
大

量
の
㉓
点
を
揚
げ
、
そ
の
後
は

１
失
点
の
み
で
熱
戦
を
制
し
た
。

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅
第
二
十
六
回 

◇
◇   

川 

柳 

常
磐
地
区     

◇
◇

  
老
い
を
楽
し
く

　
　
　
　
　

元
と
き
わ
会
病
院
長
　
永
山 

隆
造
　

第
十
五 

回 
 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　
　

◇
157高

木
あ
つ
こ

　

映
え
で
す
よ
家
の
タ
ン
ポ
ポ
畑
で
も

石
澤
ゆ
き
こ

　

冬
越
え
て
折
れ
か
か
る
枝
花
見
事

石
動
寿
賀
子

　

あ
の
頃
は
ロ
シ
ア
民
謡
歌
っ
た
が

大
原
タ
エ
子

　

わ
れ
庭
に
染
ま
る
朱
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ鈴

木　
て
つ

　

ふ
れ
あ
い
を
昨
日
も
今
日
も
編
ん
で
い
く

順　
位

氏　
　
名

地
区

点 

飛
び
賞
（
順
位
の
５
番
飛
び
）

優　

勝

三
浦　

勝
栄

伝
馬
K

㉒

⓯
位

兵
藤
正
勝 

（
若
松
S
）

準
優
勝

平
澤　

寿
夫

若
松
S

㉑

⓴
位

三
上
光
男 

（
中
島
ｓ
）

３
位

間
山　

由
吉

福
島
H

⓬

㉕
位

藤
本
勝
郎
（
館
川
S
）

４
位

幸
田　

昌
久

館
川
S

⓾

５
位

清
水
稼
志
男

館
川
S

７

６
位

三
戸　

カ
ズ

葛
野
T

6 
残
念
賞  

加
藤　

司
郎
（
横
町
）

７
位

   

境　
　
由
行

西
豊
田
H

6 
無
念
賞

三
上　
　
一  

（
常
盤
）

８
位

太
田　

昭
三

富
柳
W

5

９
位

佐
々
木
政
美

中
島
S

5

当
日
賞
（
開
催
日
⓱
日
）

⓾
位

髙
木　

洋
一

榊
S

4
⓱
位

齋
藤　

光
明
（
館
川
S
）

　
※
同
点
の
順
位
は
年
長
順
で
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　     

春
季
ト
ラ
ン
プ
大
会

 

　                         

優
勝
は
三
浦
勝
栄
氏
（
伝
馬
喜
楽
会
）

右  優勝三浦勝栄氏
左  山内誠一郎会長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
正
面
入
口

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

体
育
館
で
様
々
な
行
事
に

　

使
わ
れ
た
。


